
 

 

☆☆ 感謝の心を形に！（６年生を送る会） ☆☆ 

どうぞ最後まで，ごゆっくり楽しんでください。 

 

実行委員長の５年生のあいさつで幕が上がった送る

会。本来ならば全校生が一堂に会して６年生の卒業を

お祝いしたいところですが，年末年始のインフルエン

ザの猛威がそれを許してはくれませんでした。そこで，

会場のクリスタルホールで，各学年が入れ代わり６年

生へ感謝の心を込めた発表をします。会場の様子はオ

ンラインで各クラスに映像として届くシステムです。 

発表は１～５年生の順番で進みましたが，どの学年も工夫に工夫を重ねた楽しい発表でした。 

しかし，クリスタルホールは楽しいだけでなく，６年生への感謝の気持ちが漂う穏やかで優しい，

素敵な空間となりました。 

 先陣を務めた１年生の堂々とした発表と歌「ありがとうの花」のプレゼントを皮切りに，各学

年の発表は，ダンス，歌，クイズ，漫才など腹を抱えるほどおかしなものだったり，６年生との

思い出を散りばめたジ～ンとくる内容だったりと，バラエティーにとぶものでした。 

振り返ると，春から感染症が５類となって，活動の制限がある程度軽減されたとはいえ，なか

なかマスクを外すことのできない１年でした。そんな中，「フレンド活動」に代表される，異学年

の交流等を出来るだけ戻したいという学校側の願いに，経験がないなか懸命に応え，学校のリー

ダーとして取り組んできた６年生でした。送る会はそんな６年生に何とか感謝の思いを伝えたい

と，５年生を中心に子ども達と先生方が知恵を絞り準備を進め，感謝の心を形に表したものです。 

 トップバッターとしての任務を終え，クラスのテレビに映る他の学年の発表を見ていた１年生，

会が進むと一人また一人と涙を浮かべ，しまいには学年中が号泣したことを担任から聞かされま

した。「これからも大切にしたい行事の一つだなあ」と，心から思いました。 

 翌日，毎週校長室のごみ箱のごみを回収に来る６年生二人組に感想を尋ねると， 

 

 どの学年の発表も，とても楽しかったで～す。（笑） 

待って，これはまじめに答えたほうがいいやつでしょ！？ 

あ，そうか！じゃあ…，みんなが真剣に発表してくれたので，とても感動しました。 

楽しかったけど，なんだかさみしい気持ちがどんどん大きくなってきました。 

５年生の鼓笛もとても上手でびっくりしました。いっぱい練習したんだなあと思いました。 

  

 初めこそ照れもありましたが，最後はきちんと感想を述べ，いつものようにごみ袋を満杯にし

て出ていった二人組です。 

 先週は，６年生主催の謝恩会（感謝の会）があり，全スタッフが招待されました。１１日（月）

は年度末の児童会総会。卒業まではあと２週間となりました。 

 学校閉鎖のお詫びと感謝 

 急な学校閉鎖に対応していただきありがとうございました。まだ完全な収束とはなりませんが，

週明けには決まって増え続けていた体調不良者も少なくなりました。保護者様のご配慮とスポー

ツ少年団等，各種団体の皆様の深いご理解のお陰です。感謝いたします。 

石川小学校だより 



あれから１３年 東日本大震災の話 

 １,０００年に一度と言われた東日本大震災から１３年が過ぎます。本日は子ども達に予告なし

のミニ避難訓練を実施後，校長から当時の話をし，１４：４６分には黙祷を捧げる予定です。ど

うか，保護者様からも当時の話を子ども達にお聞かせください。 

 当時，私は玉川村の小学校で６年生の担任でした。週明けの謝恩会の会場（体育館）の準備中

に遭遇しました。それから休校が続き，謝恩会は中止，卒業式も延期となりほぼぶっつけ本番で

した。当時の学年便りを見ると，様子が昨日のようによみがえります。誰もが不安の中にいまし

たが，何とか前を向こうと懸命でした。  


